全員協議会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年12月４日(水)　午後２時30分～午後３時11分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　議員控室

	出席者
	議　員
	議　長　正木祥豊　副議長　加藤武
青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　　岡崎つよし
　　　　加藤和男　川合保生　　木村さゆり　さとうゆみ
　　　　佐野尚人　じんの和子　すえ規代　　田崎あきひさ
丹羽茂雄　原田秀俊　 水野竹芳　　水野とみ子
田ひでき

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　議題
　市民からの投書について
（副議長）・　前回の全員協議会以降の経過について議長から説明をお願いしたい。
（議　長）・　９月13日に日進市役所へ行き事実関係を確認したところ、正職員ではない
との回答であった。全員協議会後改めて10月４日に日進市役所へ再確認に行
ったが、同様の回答であった。
　　　　 ・　議論の争点は、「臨時職員は職員であるか」という点であるが、全員協議会
では結論が出ないため、何らかの進展があった際に改めて報告させて頂くこと
でご了承願いたい。

（副議長）・　ただ今の説明について質問はあるか。

（議　員）・　臨時職員は職員ではないという判断か。

（副議長）・　職員に入るか入らないかは、こちらでは判断ができないということを申し上
げた。

（議　員）・　臨時職員も職員であると執行部側から聞いており、また中日新聞もそのよう

に言っている。今後どこで判断を求めていくのか。
（議　長）・　判断については司法に任せるのが妥当である。
（議　員）・　陶生病院の竣工式のパンフレットに示されている職員数は、臨時職員を含む
ものであった。昨今では臨時職員を職員に含めるのが通常となっているので、
職歴詐称には当たらない。司法の判断を仰ぐ必要はないと思う。内部調査した
上で判断することであり、もっと慎重に取り扱って頂きたい。
　　　　 ・　近隣市の議員から「正副議長と議運の委員長が日進市役所の窓口で職歴に関

する聞き取りを行っている」との話を聞いたが、なぜ議運の委員長が同行した
のか。議運の委員長は議会運営に関わるもので、なぜ同行したのか疑問である。

また、窓口でどのような対応をしたのか。正副議長は、しっかりとした証拠を
揃えてから行動するべきではなかったか。

（議運委員長）

　　　　 ・　10月２日の全員協議会で進行役を務めたこと、正副議長から同行するよう
にとの依頼があり、自身としても事実確認をしておいたほうがよいと判断し同
行した。ただし、議運の委員長であると紹介したわけではない。
（議　員）・　正副議長は日進市役所の窓口で、身分を明かした上で情報提供を求めたのか。

近隣の議員に情報が広まっているのは、よほど窓口で何かあったのではないか
と懸念する。

（議　長）・　投書の内容については、田崎議員本人が認めたので事実確認のために日進市
役所へ行った。間違ったことはしていない。
（議　員）・　日進の窓口では、どのように聞き取りを行ったのか。

（議　長）・　日進の窓口では、私が会った人が人事に確認し「正職員ではない」と確認し

た。

（田崎議員）・　議長は前回の全員協議会の開催理由を「田崎議員が職歴詐称をしているので、
１００条委員会を開催するなり政治倫理審査会を開催するなり、議会で検討し
てもらいたい」との発言があった。会議録からこの発言が削除されていること
に、疑問を持っている。さらに、議長から「このことは引き続き追及していか
なくてはいけない」との発言もあった。本日冒頭の議長発言は、過去の発言を
撤回するものか、それとも謝罪するものなのか、議長の考えを伺いたい。

・　職歴という意味では、雇用形態がどうであれ、私が日進市で臨時職員として
１年間程度のキャリアを積んだことには疑念がない。また、雇用保険の通知書
のコピーを見た議員の大半は、それを理解して頂いている。職員と臨時職員と
の認識の違いなどというものは一般的に生まれようがない。職員と臨時職員の
区別がつかないからという理由で、本件を保留にするのではなく、きちんと決
着をつけていただきたい。
　　　　 ・　議長が事実と異なる投書を信じて行った発言や会派を解散させられた腹いせ

による発言、また前回の全員協議会に新聞社４社を集めたことについて、この
間、議長からは謝罪も撤回も責任をとることについても報告を受けていない。
１００条委員会も開催すればよい。
　　　　 ・　別の投書も議員の手元に届いているようなので、私だけが調査の対象となる
のでは不公平な運営をしていることになる。

　　　　 ・　公開質問状を用意したので、文書で回答して頂きたい。ここに至るまで謝罪

がない状況を鑑み、告訴の準備も辞さない状態でいる。この場で幕引きを図る

のではなく、公平に調査を継続して頂きたい。質問は以下のとおり。
　　　　 （1）　正木祥豊議長、佐野尚人議員が日進市役所のどの窓口を訪れたのか。ま

た、私の在職に関する情報を実施機関の職員が照会するにあたり、人事課

を訪れ情報開示・照会請求をした事実（照会文書）はあるのか。
（2）　開示請求・照会が事実であれば、対応した部署及び職員の氏名を示され
たい。もしその事実がなかったとしても、なぜ私の個人情報を流出させる
ことができたのか。正木議長のこれまでの対応を含め「証拠」とした見解
を示されたい。
（3）　日進市役所に対して、どのような責任を取ってもらうのか議長の見解を

示されたい。

（議運委員長）

　　　　 ・　日進市役所に調査に行った理由としては、当初は正副議長で聞き取りを行う

予定であったが、副議長の都合が悪くなったため副議長の代わりとして議長に

同行した。

（田崎議員）・　先ほどは議運委員長で行っていないという発言があったが、どのような立場

で行ったのか。

（議運委員長）

　　　　 ・　議運委員長の立場では行っていない。副議長の代わりに議長に同行した。

（議　長）・　田崎議員から告訴という話が出たので、その告訴を受けて応訴したいと思う。
司法の場に出る前であるため、私の見解は差し控える。

（議　員）・　こういった問題は尾を引く。これ以上エスカレートさせても、議会の品位が
下がるだけである。田崎議員は、議長からの呼び出しにはきちんと応ずるなど、
基本的なルールを守ってもらわなくては困る。
　　　　 ・　以前議長と話をしていた際に、議長は匿名の手紙は採り上げないと言った。

しかし、前回の全員協議会では匿名の投書を採り上げ、今回はその争点を臨時

職員は職員ではなく見解の相違であるとしている。議長は臨時職員が職員では
ないと考えるのであれば、論点の整理を行い結論を出すことが必要。判断は司

法の場に任せると言ってしまっては、前回の全員協議会を開催した意味がなく
なってしまう。全員協議会を開いた以上はきちんとした結論を出さないと納得

できない。
（副議長）・　本件については、引き続き調査することでよいか。

（田崎議員）・　公開質問状に対する回答書は出るか。

（副議長）・　回答書は提出する。

（議　員）・　今後、全員協議会の開催を議員から議長へ依頼する事態も考えられる。その
際は、対応をお願いしたい。

（副議長）・　匿名の投書の今後の取り扱いについて、議運で方向性を議論してはどうか。

今のような状態では、本来の議会の役割に支障が出てしまう。

　　　　 ・　副議長及び事務局長あての文書が皆さんに届いていると思う。内容は「正木
議員が平成24年９月議会において、病気を理由とした早退届を提出したにも
かかわらず、同日、大村愛知県知事のセミナーに参加していたようなので、調
査してほしい」というものである。

この件について、本日９時に議長に確認したところ、すべて事実であると認

められた。病院へ行ったのかの確認に対しては、歯医者へ電話で問い合わせた

が、予約制ですぐに治療ができなかったので、大村知事のセミナーに出席した。
議会を軽視して申し訳ないと陳謝された。
（議　長）・　事実であり、反論の余地はない。議会軽視といわれても申し訳なかった。皆
さんにはご迷惑をかけた。治療できないとわかった時点で、会議に戻ってくる
べきであった。自らまいた種であるので、どのような批判も甘んじて受け入れ
る。申し訳なく陳謝する。
（副議長）・　本人から陳謝があった。本件の扱いをどうすべきか。

（議　員）・　病院は歯医者で間違いないか。再度事実関係を確認した方がよいのではない
か。

　　　　 ・　議運で議会としての対応を検討することをお願いしたい。
（議運委員長）
　　　　 ・　正木議員本人が陳謝されたが、議運でどう取り扱うのか確認したい。

（議　員）・　陳謝で済むかどうかを検討して頂きたい。

　　　　 ・　陳謝だけで済ませるべきでない重要な問題であると判断したので、議運で検
討することを提案された。私も同感である。

　　　　 ・　これまでのいきさつもあり、議運できちんと議論してほしい。議員政治倫理
条例も参考に検討する必要がある。

　　　　 ・　川本議員の際は議会として結論を出していない。本人が出処進退を決めた。

事態を長引かせず、全議員が揃っているのでここで判断してはどうか。
・　全員協議会は、議員のことについて決を採る場であるのか。

・　決を採れとは言っていない。全議員が良しとすればそれでよい。
・　穏やかに納めないと、いつまでも尾を引く。

（副議長）・　議運で取り扱いを検討することでよいか。

＜異議なし＞

（議運委員長）

　　　　 ・　12月19日の議運で議題にする。

（副議長）・　本日の全員協議会は以上で終了する。

以上
1

